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よろしくお願いします！
平成26年度公立学校管理職人事

弟子屈中学校

佐 藤　 毅  教頭

　平成26年度の公立学校管理職人

事で、町立小・中学校５人、弟子屈高

等学校１人、合わせて６人の異動

がありました。

　町ではこれまでも、各学校・家庭・

地域社会が連携した教育や、小・中

学校、高等学校が連携した事業を

展開するなど、教育の発展・充実に

努めてきました。

　今年度も、教職員一同一丸と

なって、子どもたちのために最善

を尽くしていきますので、よろし

くお願いします。

❑�問い合わせ先／町教育委員会

管理課☎４８２‐２９４５（課

直通）、弟子屈高校☎４８２‐

２２３７まで。

川湯中学校

武 山　 昇  校長

弟子屈高等学校

上 野　秀 俊 教頭

川湯小学校

佐 藤　優 子 校長

美留和小学校

榊　　勉  校長

奥春別小学校

森 島　伸 久 教頭
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。

　「無色」「茶」「その他」の３色に分けて出す瓶。すりガラスやコーティ

ングされた瓶は色が分かりづらく、ついつい「その他の色」にしてし

まいがちではありませんか？そんな判断しづらい瓶でも、見分け

方を覚えれば簡単に分別することができます。

　普段、何気なく捨てているそのごみ。き

ちんと分ければ資源になるかも？

　ごみ袋代がお得になる資源ごみの分別

を覚えて、地球にも家計にも優しくなり

ましょう！

リサイクル
のすすめ

ちょっと待って！
その分別あっていますか？

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）
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そんなときは…飲み口か底を確認！

この瓶は口が「透明」なので「無色」

確認したら、

色別に分けま

しょう。ポイ

ントを覚える

だけで時間短

縮につながり

ます！

弟子屈町ブドウ・ブドウ酒研究会／弟子屈町公民館　連携講座

申し込み・問い合わせ先／弟子屈町公民館☎４８２‐２３４０

　十勝管内池田町で栽培されているワイン用ブドウ。ワイン醸造を見越した栽培が本町でもできないかと、2008年

から取り組みがスタートしました。徐々に収量も増え、今年は初めて醸造が行われる見込みです。弟子屈産ワインの

誕生に期待がかかります。

　皆さんにワインについて関心を持っていただこうと、講演会を開催しま

す。ワイン用ブドウの栽培や収穫、ワインができるまでについて、池田町か

ら講師を招き、お話していただきます。

　本町で栽培しているワイン用ブドウは「山幸（やまさち）」という品種ですが、

山幸で作られたワイン（池田町産）の試飲も行います。ワインについて、楽しく

学んでみませんか。

▼主催／弟子屈町ブドウ・ブドウ酒研究会　弟子屈町公民館

▼日時／６月６日㈮　18時～19時30分

▼場所／町公民館　２階　講堂

▼講師／池田町ブドウ・ブドウ酒研究所　製造課長　齋�藤　良�市�氏

▼対象／町内在住の成人の方

▼定員／30人（定員になり次第、締め切らせていただきます）

▼参加料／500円

▼申込締切日／５月23日㈮（５月３日㈯～６日㈫は休館ですので、申し込みの際はご注意ください）

※ワインを試飲される方は、車でのご来場をご遠慮ください！


